






































































































































































































































































視 聴覚学 習 14．1％
?
一 ム 55％
傷 害 L5％
試 合 7．3％
?
ス
?
53％
図1．運動学習の時間配分
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5　まとめ
（1）陸上競技種目について
①すべての種目において，競争（走）することを目的とせず，基礎的な動作
　や技術の導入を行っている。（写真1）
　　（写真1）スターティング・ブロックの使い方の学習（競走ではない）
②トラック種目への配分が最も多いとの予想に反し，跳躍種目の時間配分が
　最も多く，全体の15．5％（陸上競技種目中の37．6％）を占めている。次いで
　トラック種目が14．7％（同35．5％），投テキ種目が1L1％（同26．9％）となっ
　ている。その要因として次のことが考えられる。
a，トラック種目は技術が共通であるのに対し，跳躍種目は技術的要素が異る
　ので，神経回路の早期開発を期している。（写真2）
b，比較的学校教育で指導が行いやすいトラック種目より，指導が行いにくい
　跳躍種目を優先している。
c，指導責任者のJ．ギレスピーは跳躍種目を専門としている。（写真3）
③トラック種目についてみると，スプリント・ドリルへの配分が41．0％を占
　め，ランニング・フォームを合わせると48．7％となり，基礎的な動き作りを
　重視している。なお長距離王国と言われる土地柄にもかかわらず，長距離種
　目がまったく採用されていない。この点について，日本の指導者は十分に吟
　味する必要がある。
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　　　　　（写真3）障害物の練習を見守るJ．ギレスピー・コーチ
④跳躍種目では，走り高跳びと棒高跳びの比重が大きくなっている。これは
　他の種目よりも技術的要素が高く，危険をともない，指導場所が限定されて
　いることもその原因であろう。
⑤投テキ種目では，基礎となる砲丸投げが最優先されている。なおハンマー
　投げの練習は，ハンマーの代用としていわゆる三角コーンを用いている。日
　本ではハンマーの指導を小学生に行うことは考えられないことであるが，筋
　力を高めるのではなく調整力機能の向上を目的としたハンマー投げの指導に
　は賛成したい。しかしハンマーの代用品には工夫がほしいところである。（写
　真4）（写真5）
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（写真4）投テキの基礎種目である砲丸投げ
　　　　　　　（写真5）ハンマー投げのハンマーは三角コーン
⑥男女の区別なく指導し，女子には採用されていない種目の指導も行われて
　いる。例えば3000m障害物競走の障害物（大障害を含む）への跳び乗りや跳
　び降り，三段跳び，棒高跳び，ハンマー投げがそれにあたる。（写真6）
②　その他について
①全体の10．1％の時間を陸上競技以外のスポーツにあてている。水泳で全身
　運動を行い，サッカーで下半身，カヌーで上半身を使うように配慮している。
　なおこれらは積極的休養やウォーミング・アップとしても利用されている。
②コンディショニングとしてはメディシンボール投げを重視し，ウエイト・
　トレーニングは，器具の紹介と使用法の説明にとどめている。
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　　　　　　　　　　　（写真6）女子の棒高跳練習
③視聴覚学習は全体の14．1％を占め，跳躍種目に次いで2番目に多い時間を
　割いている。なおビデオ放映とあるのは，単に放映してあるという状態で，
　見たい者は見なさいというものである。しかし若年者にとっての視聴覚学習
　はきわめて有効な手段であるので，解説付きでの時間を増やすことが望まれ
　る。
④運動を行いながらのゲームは，彼らの最も楽しい時間のひとつではなかっ
　たろうか。より有効なゲームを開発したいものである。
⑤常駐しているトレーナーにより，足関節の捻挫なども素早く処置されてい
　る。トレーナーの存在は一種のccかけこみ寺”の意味合もあり，練習に飽き
　たり疲れた者が彼と語った後現場に復帰している。わが国の大学にもトレー
　ナーの講座が開設されることを望みたい。（写真7）
⑥試合に出場することはトレーニングの大きな目的でもある。観戦により競
　技会の雰囲気を味合わせ，参加申し込みの方法を学び，練習の成果を試すと
　いうスケジュールの組み方はすばらしい。
⑦オレゴン大学における実技の授業においては，実技に関する理論テストが
　あるのと同様に，子供たちにも理論のテストを課している。スポーツを学ぶ
　ことは，単にからだを動かすことだけではないという思想をそこに見い出す
　ことができる。なお実技テストは，体力的な潜在力を見る基礎的なテストの
　　　　　　　　　　　　　　　一12　一
（写真7）トレーナーのもとで応急処置を受ける子供たち
　　　　　　　（写真8）パワーの潜在力テストの立幅跳び
　みである。（写真8）
⑧「教えるが，教え込まない」指導が行われている。子供の感性や自主性を育
　て，しかも長期的視野にたつならば，アバウト・アメリカ（About　America）
　的発想はむしろ好ましい指導法であるともいえよう。
⑨ほめ言葉（Good，　Very　good，　Much　better，　That’s　itなど）をよく耳にす
　る。子供たちは指導者のこのようなほめ言葉に勇気づけられており，「ほめ育
　て」が根底にある指導法である。
6　おわりに
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　昨今の競技レベルの高度化にともない，スポーツ教育の早期化に拍車がかか
っている。わが国におけるジュニア競技者の世界的レベルは，十分とはいえな
いもののまずまずの成績を収めている。しかし，1990年の北京におけるアジア
大会に見られるように，ジュニア選手がトップ・レベルの競技力に結びついて
いない。その原因のひとつとして，ジュニア期のトレーニング法があげられよ
う。とりわけ小・中学校時代は，鍛えることを重点にするのではなく，楽しさ
を味わせつつ生徒の才能を引出していくことが大切である。勝負にこだわり，
記録を意識し過ぎた指導では，心身ともに充実する肝心g時期には「燃えつき
症候群」と化してしまう危険性をはらんでいる。一方，わが国には，欧米には
例を見ない緻密な指導力があることも認識しておく必要がある。このような状
況について，アメリカに長年滞在し，日米の陸上競技指導に詳しい沢村博（日
本大学陸上競技部監督）は，家の建て方を例にとって「外来のツー・バイ・フ
ォーが良いからといって，日本伝統の大黒柱を切ってしまっては，永遠に日本
は世界に追いつけない」と語っている。本稿がジュニア期のトレーニングの参
考になれば幸いである。
7　付記
　本研究は1990年8月8日に開催された第1回スプリント学会（明治大学）に
おける口答発表資料を加筆したものである。
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